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心ゆたかに たくましく かしこく 保護者地域の声を学校へ

成長する 「たかせの子」 ℡.0183-67-2323

１１月６日（火）に羽後町小中学校音楽祭が羽後中学校で開催されました。高瀬小学校
からは全校児童が参加し、「にじ」「夢見るジャンプ」の２曲を披露し､たくさんの拍手をい
ただきました。
高瀬小学校の子どもたちの歌声は、

明るく伸びやかで、歌を楽しんでいる
様子が聴く人たちの心を捉えていまし
た。見事でした！
他の小学生や中学生の発表も素晴ら

しく、子どもたちは熱心に聴き入って
いました。
また、観客席を見渡すと、保護者、

おじいちゃんおばあちゃんの姿が見ら
れました。子どもたちも励みになった
ことだと思います。ありがとうござい
ました。

１１月５日（月）に、５・６年生が
「五行歌」を学ぶ会を開催しました。
講師として五行歌創始者の草壁焔太先
生、地域の菅原弘助先生、藤原祐子先
生をお迎えし、歌会形式で行いました。
「五行歌」は短歌や俳句と違い、文

字制限や季語がなく、五行で表現する
詩です。子どもたちは自由に作品を書
いていました。授業では、子どもたち
が作品の感想や理由を発表し合い、「そ
の気持ちが分かる」という発言がたく
さん出ました。
草壁先生は、「人間が一番大切なの

は、人の気持ちが分かることだ。」と
お話ししてくださり、五行歌で言葉を
磨いて気持ちを分かり合い、人間性を
高めることを教えてくださいました。

一
席(

三
三
点
）

宿
題
が
わ
か
ら
な
く
て

お
姉
ち
ゃ
ん
に
聞
い
た

教
え
て
も
ら
っ
た
通
り
に
書
い
て

先
生
に
出
し
た

ま
ち
が
え
て
た

二
席
・
草
壁
賞(

二
九
点
）

小
さ
な
小
さ
な

あ
の
子
ど
も
も

楽
し
い
楽
し
い

思
い
出
が

つ
ま
っ
て
い
る

三
席
・
草
壁
賞(

二
七
点
）

卓
球
の
ボ
ー
ル
の
音
が

体
育
館
い
っ
ぱ
い
に

ひ
び
き
わ
た
る
と
き

ま
る
で

雨
が
降
っ
て
い
る
よ
う
だ



【平成３０年度心に残った本の感想コンクール】〈羽後町図書館主催）
個人の部 最優秀賞 ４年 阿部

優秀賞 ３年 稲富
家読の部 優秀賞 ４年 佐藤

【郡市読書感想文コンクール】
特選 ２年 佐藤 「気もちはつうじるね」〈県大会へ）
入選 ４年 伊藤 「二日月がまん月になるように」
佳作 １年 小坂 「いろいろなこと、しりたいな」

３年 松井 「たまごってたくさんあるんだな」
５年 今平 「芽生を思う気持ち」
６年 今野 「仲間を信じて」

【羽後町小・中学校あいさつ標語コンクール】
全員応募し、羽後中学校生徒会より、各学年１名に賞をもらいました。
おめでとうございます
１年 小坂 （一等賞）

「おはようで まいにちげんき いっとうしょう」
２年 畑山 （オープン賞）

「あけようよ 元気に『おはよう』心のまど」
３年 齋藤 （ハート賞）

「あいさつは、ちいきの人の心をつなぐ」
４年 佐藤 （えんのした賞）

「あいさつは みんなのつながり ささえるよ」
５年 谷口 （松尾芭賞）

「みんなでね笑ってあいさつうれしくて いつもにこにこみんなの笑顔」
６年 今野 （お宝賞）

「あいさつは、心がつまった宝箱」

【夏休みこどもミニ作文コンクール】第一生命、朝日新聞社主催
作文の部 第一生命優秀賞 ４年 佐藤
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